
 
 
 
 
 
 
 

■ ご案内 

 秋田県立大学が 1999 年に開学し、建築環境システム学科の都市アメニ

ティ研究室は今年の3月末に7期目の卒業生と5期目の大学院生を世に送

り出します。また、昨年度に都市計画を専門とする教員が研究室メンバー

に加わり、都市環境・計画の研究・教育体制も強化されました。 

今回は、こうした都市アメニティ研究室の日頃の研究成果について市民、

行政、研究者の皆様に公表するとともに、それに基づいて今後の都市づく

りについて広く議論する場として、2008 年度卒業・修了展を開催いたし

ます。展示内容は、学部生の研究・設計、修士生の研究、研究室の合宿

及び社会活動、教員研究・活動です。また、最終日には「都市分野にお

ける大学人の地域貢献」をテーマとするシンポジウムも開催致します。 
 この機会に、日頃お世話になっている皆様には研究成果を見て頂き交流

を深めたいと思っておりますので、お越し頂ければ幸いです。会場でお目

にかかれることを楽しみにしております。 
 
■ 日時、場所 

  ・2009 年 2 月 14 日（土）～16 日（月曜） 

  ・午前 10 時から午後 4時 

  ・秋田市民交流プラザ「アルヴェ」 

  １階 きらめき広場、および 2 階多目的ホール 

    秋田市東通仲町 4-1 プラザ管理室 018-887-5308 

    （詳細は裏面参照） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

お問い合わせ 

秋田県立大学 システム科学技術学部 建築環境システム学科

都市アメニティ研究室 山口邦雄

〒015-005 秋田県由利本荘市土谷字海老ノ口 84-4

yamaguchi-k@akita-pu.ac.jp  TEL:0184-27-2053

秋田県立大学 建築環境システム学科 都市アメニティ研究室 

研究発表展（卒業・修了展） 



 

 

1 階 きらめき広場 

2 月 14 日（土）～16 日（月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【卒業・修了作品】 

卒業設計 

小熊耕平  「７つの「ネクラ」が世界を救う」 
橋本 力  「com-plus こんぷらす 〜出会いを見つける集合住宅〜」 

卒業論文 

 佐藤あすか 「非線引き都市計画区域における目標都市像からの乖離実態とその要因の研究」 
 佐藤昌宏  「まちづくりワークショップにおける意見推移の実態とその要因に関する研究」 
 小暮 賢  「景観形成における届出制度の運用実態と課題」 
 高橋ちえみ 「全庁統合型時空間地理情報システムの災害時における有用性の検討」 
 渡邉佑真  「自治体の不定型業務に対する時空間地理情報システムの有効性に関する研究」 
修士論文 

  石澤公明  「防災力向上を目的とした地域間の住民連携に関する研究」 
  吉田幸太  「中心市街地活性化基本計画の類型に基づく活性化実績への影響とその要因に関す 

る研究」 
【研究室活動等】 

  夏合宿の活動成果 
  旭川・川反のかわまちづくり活動 
  研究室生の CAD 設計課題作品 

【今年度の教員研究】 

 浅野耕一  「自治体向け全庁統合型時空間地理情報システムの導入と運用方法の研究」 
  山口邦雄  「都市の持続性へ向けた都市構造の再編とその実現方策」 

 
2 階 多目的ホール（シンポジウム） 

2 月 16 日（月） 
 10：30-11：30 山口准教授の研究及び活動紹介「地域活性化における都市計画の役割」 

 11：40-12：00 講演：佐々木悦男（NPO E-TECH 理事、本荘図書館長） 

        「県立大学とともに歩んだ地域活性化の 10 年」  

 13：00-14：00 浅野准教授の研究及び活動紹介「地域の安全・安心に対する地理情報システムの役割」 

 14：10-15：00 講演：佐々木幸治（由利本荘市企画調整部企画調整課主査） 

        「全庁統合型時空間地理情報システムの紹介」 

 15：10-16：30 パネルディスカッション「都市分野における大学人の地域貢献」 

会場と主な展示内容等 

きらめき広場 


